
Ⅱ－１ Ⅱ－１

１ 男女共同参画について県民の理解を深めるための広報・啓発の充実

事 業 平成22年度事業実施概要 担当室

情報誌の発行 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
情報誌「Frente」を発行した。
年4回発行、各11,000部

出前トーク等の ・年間 106回 
実施 （うちフレンテトーク54回、出前フレンテ25回）

対象：市町、各種団体等

男女共同参画強調
月間

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
毎年6月を男女共同参画強調月間と定め、パネル展､
登録団体の活動発表や講演会、映画上映等を実施
した。

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

〈香山リカさん講演会〉
6月5日（土）参加者462人
〈フレンテまつり〉
6月4日（金）・5日（土）参加者2,469人(48団体）

映画上映の実施 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」、
四日市市・鈴鹿市・名張市男女共同参画センター、
桑名市、伊賀市、亀山市、津市、伊勢市、志摩市、
尾鷲市、御浜町との連携により、「三重県内男女
共同参画連携映画祭2010」を開催した。
6月12日（土）会場：尾鷲市 参加者74人

 共催：フレンテみえ、御浜町
6月13日（日）会場：鈴鹿市 参加者200人
6月19日（土）会場：志摩市 参加者72人
6月20日（日）会場：伊賀市 参加者102人
6月26日（土）会場：亀山市 参加者273人
6月27日（日）会場：津市 参加者331人
6月27日（日）会場：名張市 参加者210人
6月27日（日）会場：伊勢市 参加者326人
7月3日（土）会場：四日市市 参加者238人
7月10日（土）会場：桑名市 参加者160人

・三重県総合文化センターのPR事業「三重そうぶん
シネマスクエア2010」で男女共同参画の視点でみる
映画上映を実施した。
9月10日（金）～12日（日）参加者945人（11日のみ）

・男女共同参画センター「フレンテみえ」のホーム
ページ上で「男女共同参画ゼミ」を実施した。

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
  施設見学や講演を内容とするウェルカムセミナーを
  実施した。
実施回数：12回 参加者：延べ 174人
対象：市町、団体、教育機関等

Ⅱ 男女共同参画に関する意識の普及と教育の推進

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

男女共同参画に関
する学習機会の提
供

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室
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Ⅱ－１ Ⅱ－１

事 業 平成22年度事業実施概要 担当室

出前フレンテの ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
実施 市町の事業に合わせて出前啓発事業(出前フレンテ)

としてパネルプレゼンテーションを実施した。
実施回数：25回 参加者：延べ 2,173人

    対象：市町、団体、企業等

男女共同参画 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
フォーラムの開催   全体会､ワークショップ､基調講演､シンポジウム、

パネル展など開催した。
日時：平成22年11月12日（金）、13日（土）
参加人数：延べ644人
直前の講師変更による影響等から、男性の参加者
目標40%を下回る結果となった。 ［実績25%］

ＩＴを活用した男
女共同参画の普及
促進

・広く男女共同の普及促進を図るため、携帯電話など
を活用し男女共同参画に関するさまざまな情報発信
を行うとともに、セミナーを実施した。
登録会員数：個人 874人、企業 207社
情報掲載件数：33件
セミナー実施回数：2回

男女共同参画功労
者表彰の実施

・功労者の功績を称えるとともに、男女共同参画社会
づくりに対する県民の一層の理解と関心を高めるた
め、知事表彰を実施した。
表彰式：平成22月11月13日

            （於 男女共同参画フォーラム）
被表彰者：男女共同参画功労者4名

男女共同参画特別功労者3名

人権文化のまちづ
くり創造事業

・テキスト「人権のまちづくりのすすめ（改訂版）」
を活用した、住民組織等の人権に関する基本研修会
の開催を支援した。（トライ人権のまちづくりネッ
トワーク事業）
・地域の人権課題に応じた研修会等に助言者及びアド
バイザーを派遣した。（地域のニーズに応じた人権
のまちづくり推進支援事業）
研修会等の開催 計43回

生活・文化部人権・
同和室

啓発資料の作成 ・人権とは何か及びさまざまな人権課題について、わ
かりやすく説明した啓発パンフ「コッカラ2」を22
年度に印刷し配布した。また、研修の資料として活
用した。
発行部数 10,000部

生活・文化部人権セ
ンター

人権フォトコンテ
スト

人権フォーラムの
開催

差別をなくす強調
月間

・人権フォトコンテストを実施した。
応募数 339点

・差別をなくす強調月間（11/11～12/10）にテレビス
ポットを放映、街頭啓発の実施した。

・平成23年1月23日
会場：三重県人権センター
参加者数：2,105人

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部人権セ
ンター

生活・文化部人権セ
ンター

生活・文化部人権セ
ンター
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Ⅱ－１ Ⅱ－１

事 業 平成22年度事業実施概要 担当室

地域人権啓発事業 ・県民センターが中心となってミニ人権講座、出前講
座、講演会などを実施

生活・文化部人権セ
ンター

参加者数：7,649人

農山漁村のつどい
開催

・「農山漁村女性の日」に呼応して、「農山漁村のつ
どい」を開催した。
「結ぶ・広げる 農山漁村から」
平成23年2月23日（水）
講師：「暮らし考房」主宰 栗田 キエ子 氏
参加者数：約250人

農水商工部農業経営
室
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Ⅱ－２ Ⅱ－２

２ 学校等における男女共同参画教育の推進

事 業 平成22年度事業実施概要 担当室

教職員向け研修 ・男女共同参画社会を実現するための教職員用リーフ
レット、教職員用活用資料集「わたしかがやく」等
を活用し、各学校において研修に取り組んだ。

教育委員会事務局高
校教育室・小中学校
教育室

取組状況調査 ・男女共同参画に係る取組状況調査を実施した。
・男女共同参画に係る校（園）内研修を実施して
いる学校（幼稚園を含む）の割合 77.7％
・教科等に男女共同参画の視点を位置づけて指導
した学校（幼稚園を含む）の割合 95.4％

教育委員会事務局高
校教育室・小中学校
教育室

高等学校教育での
推進

・家庭科では男女で築く家庭生活について、公民科で
は職業生活や社会参加における男女共同参画につい
て、また、総合的な学習の時間やホームルーム活動
において、自分の適性や将来設計に基づいた主体的
な進路選択の在り方について学習を進めた。

教育委員会事務局高
校教育室

男女共同参画研修 ・インターネットを活用した「ネットＤＥ研修」にお
いて、県内の教職員を対象に男女共同参画に関する
研修を実施した。
4講座 受講者数 747人

教育委員会事務局研
修指導室

私立学校等での人
権教育推進

・各私立学校の人権教育推進担当者の活動の条件整備
や、教職員人権教育研修及び人権教育推進協議会等
の運営、各私立高等学校等の人権を考える児童・生
徒の集いなどを推進する事業に対して補助を実施し
た。
補助校数 15校

生活・文化部生活・
文化総務室

人権保育専門講座 ・保育士を対象に人権保育専門講座を実施した。
登録受講者数 577人

健康福祉部こども家
庭室
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Ⅱ－３ Ⅱ－３

３ 生涯を通じた学習機会の充実

事 業 平成22年度事業実施概要 担当室

出前トーク等の ・年間 106回 
実施 （うちフレンテトーク54回、出前フレンテ25回）

対象：市町、各種団体等

出前フレンテの ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において市町
実施 の事業に合わせて出前啓発事業（出前フレンテ）とし

てパネルプレゼンテーションを実施した。
実施回数 25回 参加者延べ 2,173人

    対象：市町、団体、企業等

ＨＰによる学習機 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」のホームペー
会の提供 ジ上で「男女共同参画ゼミ」を実施した。

企画・運営サポー ・男女共同参画センター「フレンテみえ」事業の企画か
ターの養成 ら広報・運営など実践できる人材を養成し、企画運営

を協働で実施した。
企画・運営サポーター 12人

事業での託児実施 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」が主催する全
ての事業について託児を実施した。総合文化センター
では､一部の主催事業で託児を実施した。

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

親の学びの機会の ・「早ね早おき朝ごはん」キャンペーンの開催
提供 53回 参加者数24,692人

・高校生の「親育ち」講座の実施
16校 参加者数 3,560人

親の学びの ・親の学びのプログラムを普及した。 合計 103講座
プログラムの普及 「親なびワーク」出前講座       68講座 2,102人

「親なびワーク」進行役養成講座 25講座   593人
「親なびワーク」単独実施講座   10講座   175人

家庭教育資料の
発行

社会教育推進のた
めの研修

・社会教育委員、社会教育主事など社会教育に関わる職
員や団体の指導者などに対する研修会を実施した。
実施回数 4回
参加者数 328人

健康福祉部こども未
来室

健康福祉部こども未
来室

教育委員会事務局社
会教育・文化財保護
室

・家庭教育資料「親なびリーフレット」及び「みえの子
育て子育ち応援通信」を発行した。
年4回発行（親なびリーフレット1回(8カ国言語)、
「みえの子育て子育ち応援通信」3回）

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

健康福祉部こども未
来室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

30



Ⅱ－３ Ⅱ－３

事 業 平成22年度事業実施概要 担当室

開発した教材を基 〈女性史〉
にした啓発 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、

平成21年度に発刊した三重県の近代以降の女性史を
活用したパネル展を開催した。
〈ジェンダー統計〉
・三重県の男女共同参画の状況をデータでまとめた
リーフレット（H21年度作成）を活用した講座
「統計で見る三重の男女共同参画」を開催した。
7月11日（日）参加者55人

エンパワーメント ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において地域
・スクールの開催 やフレンテみえを拠点に活動できる人材育成を目的と

した講座を開催した。
  <女性のためのパワーアップ・トレーニングコース>
 全6回 参加者数：延べ125人

男性講座の実施 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において男性
の地域・家庭等への参画を啓発する講座「男性講座」
を開催した。
 ［子育て世代］ 1回開催 27人
 ［定年世代］ 1回開催 23人

地域で活躍できる ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
人材育成講座 地域で活躍できる新しい人材育成を目的とした講座

を市町と連携し開催した。
   〈私の“おもい”を発信したい！～子育て、暮らし、
  働き方など～〉
全6回 参加者数：延べ111人

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室
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Ⅱ－４ Ⅱ－４

４ 事業者等に対する広報・啓発の充実

事 業 平成22年度事業実施概要 担当室

「三重の労働」の ・「三重の労働」の発行
発行  年7回発行 各 3,400部

情報発信 ・ポジティブ・アクションや女性のチャレンジ支援に
ついて、「三重の労働」及びホームページ「おしご
と三重」へ掲載した。

生活・文化部勤労・
雇用室

企業表彰・認証の
実施

・より多くの企業等の自主的な取組の推進を図るため
表彰制度に加え認証制度を創設。企業等の募集を行
い、審査後、認証制度登録企業（認証企業）を決
定。さらに、意欲的な取組を行う認証企業を表彰候
補としてインタビュー調査を実施し、その結果を基
に、男女がいきいきと働いている企業三重県知事表
彰選考委員会により9法人を最終選考し、1法人に
知事表彰を行った。

生活・文化部勤労・
雇用支援室

表彰受賞企業の
事業への参画

・「男女共同参画フォーラム」のワークショップにお
いて、県内企業からパネリスト4名を迎え、「男性
も女性も満足して働き続けられる職場づくり」を
テーマとして座談会を開催した。
開催日：平成22年11月13日（土）
場所：男女共同参画センター「フレンテみえ」
  パネリスト：県内企業から4名
コーディネーター：高田短期大学オフィス情報学科

准教授 杉浦 礼子 氏
参加人数：25人

生活・文化部勤労・
雇用室

企業等における ・働く女性を取り巻く課題に対応するため、企業等に
男女共同参画の 対し男女共同参画の視点を生かした経営等のコンサ
取組促進 ルティングや、ワーク・ライフ・バランスなどの

相談・研修、働く女性のネットワークづくりを行い
企業等における男女共同参画の取組を促進した。
コンサルティング 14件、相談・研修 11件
ネットワーク会員数 85名

・企業経営者、人事労務担当者等を対象とした「ワー
ク・ライフ・バランスセミナー」を県内5ヶ所（四
日市市、津市、伊賀市、松阪市、伊勢市）にて開催
し、基調講演や積極的な取組を行っている企業等に
よる事例発表などを実施し、取組の推進に向けた普
及・啓発を行った。

生活・文化部勤労・
雇用支援室

参加者数：222人

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

仕事と生活の調和
推進のための環境
整備

生活・文化部勤労・
雇用室
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Ⅱ－４ Ⅱ－４

事 業 平成22年度事業実施概要 担当室

次世代育成支援の
ための環境整備及
び一般事業主行動
計画策定の啓発

・従業員100人以下の県内中小企業に労働環境の整備
や労務管理等の対応ができる法律知識を有するも
のが次世代育成支援促進アドバイザーとして訪問
し、次世代育成支援の周知・啓発、取組の促進を行
うとともに、一般事業主行動計画の策定・届出に向
けた支援をした。
次世代育成支援対策にかかる周知・啓発訪問企業

   120社
一般事業主行動計画の策定・届出企業

                                    26社

健康福祉部こども未
来室

チャレンジ支援 ・女性のチャレンジ支援を総合的に支援するため、各
ネットワークの 支援機関からなる「三重県チャレンジ支援推進連携
設置 会議」を設置した。

構成団体数：30団体（23.3.31）
会議開催回数：全体会3回、部会3回

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室
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Ⅱ－５ Ⅱ－５

５ メディアへの対応

事 業 平成22年度事業実施概要 担当室

報道機関への情報
提供

・報道機関に対して、県の男女共同参画に関する事業
について積極的に情報提供を行い、男女共同参画意
識の普及等を行った。
報道機関への情報提供回数 40回

地域で活躍できる ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
人材育成講座 メディアを読み解き活用する能力を身につけ、より

男女共同参画が伝わる情報発信のこつを学習しなが
ら、地域で活躍できる新しい人材育成を目的とした
講座を市町と連携し開催した。
   〈私の“おもい”を発信したい！～子育て、暮ら
  し、働き方など～〉
全6回 参加者数：延べ111人

インターネット人
権モニター事業

・インターネット上の差別事象の流布状況の調査研
究、モニタリングを実施。また、地域のキーパーソ
ン養成をめざしネットモニターボランティア養成講
座を開催した。
開催 4箇所 参加人員 24名

生活・文化部人権セ
ンター

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室
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Ⅱ－６ Ⅱ－６

６ 国際的な動きへの対応と活動支援

事 業 平成22年度事業実施概要 担当室

多文化共生社会
実現への取組

・多言語（7言語）による外国人相談窓口の開設や法
律などの相談の実施（6回）、医療通訳ボランティ
ア研修の開催（のべ8回）、災害時の外国人住民支
援のためのサポーター研修の開催（2回）に加え、
経済状況の悪化に伴い、深刻な問題を抱える外国人
住民を支援するため、雇用創出基金を活用して、就
業のための日本語研修（24回）や外国人住民向けの
専門相談会（32回）、多言語(ポルトガル語、スペ
イン語）ホームページで 生活・就業等の情報の
提供（111件）を行った。

生活・文化部国際室

・多文化共生社会の実現には、多様な主体間でコミュ
ニケーションがとれることが必須であることから、
ＦＭ放送（毎週土曜日放送）で外国語による行政・
生活情報の提供を行ったほか、日本語支援ボラン
ティア活動を行う方を対象とした研修（6回）を開
催した。

開発した教材を基 ・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、
にした啓発 統計データをもとに、国際的にみた日本の男女共同

参画の状況、国内の様々な分野での男女共同参画の
状況、そして三重県はどのような状況にあるのか
を学ぶ講座を開催した。（「統計でみる三重県の
男女共同参画」リーフレットを活用）
「統計で見る三重の男女共同参画」
日時：7月11日（日） 13:30～15:30
場所：三重県生涯学習センター中研修室
講師：中野洋恵さん
（国立女性教育会館国際研究室室長）
水落正明さん
（三重大学人文学部准教授）

参加者：55人

生活・文化部男女共
同参画・ＮＰＯ室
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